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大気を浄化したり、騒音をやわらげる

山崩れや洪水などの災害を防止する

二酸化炭素を吸収することにより地球温暖化防止に貢献

水資源を蓄える

木材を生産する

貴重な野生動植物の生息の場を提供する

きのこや山菜などの林産物を生産する

景観を形成する

自然に親しむなど、野外における環境教育の場を提供する

保健休養などのレクリエーションや癒やしの場を提供する

本
市
の
総
面
積
12
万
４
６
６
０
㌶
の
う

ち
約
84
％
、10
万
４
８
６
３
㌶
を
森
林

が
占
め
て
お
り
、戦
後
、木
材
の
需
要
が
高

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
い
っ

た
人
工
林
を
造
成
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
が

徐
々
に
伐
採
期
を
迎
え
、木
材
と
し
て
利
用

可
能
な
木
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、国
産
原
木
価
格
は
低
迷
し
、住
宅

建
設
件
数
も
減
少
す
る
な
ど
、林
業
・
木
材
産

業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、森
林
の
多
面
的
機

　

本
市
は
、平
成
22
年
７
月
に
発
生
し
た
ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
山
地
崩
壊
を
経
験
し
、森

林
の
多
面
的
機
能
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
認

識
し
ま
し
た
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も
、温
暖

化
や
土
砂
災
害
の
防
止
、保
水
・
貯
水
な
ど

の
機
能
に
、期
待
や
関
心
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

持
続
可
能
な
資
源
活
用
や
林
業
経
営
だ
け

で
な
く
、水
源
の
確
保
や
土
砂
災
害
の
防
止

を
図
る
た
め
、森
林
の
適
切
管
理
や
秩
序
あ

る
施
業
（
伐
採
や
造
林
な
ど
）に
向
け
た
施

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
●
　

　
森
林
資
源
の
維
持
・
循
環
活
用
を
図
る
。

①
皆
伐
（
対
象
区
画
の
木
を
全
部
伐
採
）後

の
再
造
林
や
適
切
な
更
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成

②
市
独
自
の
再
造
林
支
援

③
皆
伐
作
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

④
地
域
実
情
に
応
じ
た
森
林
整
備
計
画
の
見

直
し　
　

な
ど

　

適
切
な
齢
級
構
成（
※
）を
維
持
し
、次
世

代
に
つ
な
が
る
森
林
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、主
伐(

更
新
伐)
・
植
林(

再
造
林)

・

育
林(

保
育)

・
間
伐
と
い
う
作
業
循
環
を
確

実
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、素
材
生
産
の
た
め
の
基

盤
づ
く
り
を
行
い
ま
す

●
施
策
●　

　

団
地
の
形
成
や
適
正
に
施
業
実
施
す
る
た

め
の
基
盤
づ
く
り
を
図
る
。

①
境
界
の
明
確
化
、作
業
路
な
ど
の
路
網
整

備
を
推
進
す
る
。

②
施
業
地
を
集
約
化
・
団
地
化
す
る
森
林
経

営
計
画
の
策
定

③
機
械
化
へ
の
支
援　
　

な
ど

　

本
市
の
原
木
が
価
格
競
争
力
を
持
ち
流
通

す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、森
林
所
有
者
に
利

益
が
還
元
さ
れ
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

地
元
産
材
が
活
用
さ
れ
、消
費
さ
れ
る
よ
う
、

ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
の
整
備
と
運
営
、公
共

建
築
物
な
ど
の
木
造
・
木
質
化
、公
共
施
設

へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
●
　

　

市
内
の
多
様
な
原
木
を
効
率
的
に
流
通
さ

せ
、コ
ス
ト
軽
減
を
図
る
。

①
原
木
の
集
積
場(

中
間
土
場)

の
設
置
な

ど
、流
通
へ
の
支
援
策
を
検
討　
　

な
ど

　

森
林
や
林
業
に
関
す
る
情
報
提
供
、技
術

研
修
の
開
催
、間
伐
材
な
ど
の
搬
出
支
援
、松

や
ナ
ラ
枯
れ
対
策
、作
業
道
の
整
備
や
侵
入

竹
林
の
整
備
な
ど
の
多
様
な
地
域
活
動
を
支

援
し
、こ
れ
ら
諸
活
動
の
拡
大
・
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

●
施
策
●
　

　

市
民
参
加
に
よ
る
里
山
づ
く
り
、森
林
整

備
を
図
る
た
め
、地
域
林
業
へ
の
支
援
を
推

進
す
る
。

①
多
様
な
森
林
整
備
に
関
す
る
地
域
活
動
へ

の
支
援

②
小
規
模
林
家
の
木
材
搬
出
支
援
策
「
木
の

駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
検
討

③
シ
イ
タ
ケ
栽
培
へ
の
支
援　
　

な
ど

能
を
維
持
し
つ
つ
、豊
富
な
森
林
資
源
を
生

か
し
林
業
を
産
業
と
し
て
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

基
本
理
念
「
次
世
代
に
つ
な
が
る
、『
使
え

る
』森
林
づ
く
り
」に
は
、子
や
孫
、未
来
に
生

き
る
次
の
世
代
に
、水
源
の
蓄
え
、災
害
防

止
、環
境
保
全
、木
材
生
産
な
ど
の
多
面
的
機

能
を
発
揮
し
た
森
林
を
継
承
し
、林
業
・
木

材
産
業
の
振
興
へ
の
思
い
を
込
め
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

　

行
政
、事
業
者
、地
域
が
一
丸
・
一
体
と

な
っ
て
森
林
資
源
を
活
か
す
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
●

　

行
政
を
含
め
林
業
関
係
者
が
横
断
的
に
協

議
、情
報
交
換
す
る
な
か
で
課
題
解
決
を
図

る
。

①
森
づ
く
り
や
林
業
を
通
じ
た
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
戦
略

②
林
業
関
係
者
の
人
材
育
成
と
新
規
就
労
者

の
雇
用
促
進　
　

な
ど

　

本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、進
行
管
理
を

着
実
に
実
施
し
て
、進
捗
状
況
や
課
題
の
把

握
を
し
な
が
ら
、継
続
的
に
改
善
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
「
庄
原
市
林
業
振
興
計
画
」の
全
文
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
４

次
世
代
に
つ
な
が
る
、

『
使
え
る
』森

林
も
　
　
　
り

を
つ
く
り
ま
す
「庄原市林業振興計画」を策定

「庄原市林業振興計画」を策定

■アンケート　森林に対して期待する役割（複数回答）

■地域で取り組む「木の駅プロジェクト」のイメージ

基
本
方
針
１

基
本
方
針
３

基
本
方
針
４

基
本
方
針
５

基
本
方
針
２

林業振興課林業振興係
☎0824-73-1124

次
世
代
に
つ
な
が
る
森
林
づ
く
り

森
林
の
資
源
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り

里
山
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り

森
林
の
資
源
を
活
か
す
体
制
・
連
携
づ
く
り

森
林
の
基
盤
づ
く
り

○森林資源の地域での活用
・庄原市産材を活用した公共建築物等の整備
・一般木造住宅の推進
・木質ペレットなどバイオマスとしての活用　など

木の駅プロジェクトは、木材の集荷場所「木の駅」を設け、そこに住民
が間伐材や林地残材を運び込み、地域通貨などを得るシステム

※
齢
級
と
は
、
樹
木
の
年
齢
を
５
年
刻
み
で
区

分
す
る
単
位
。
人
工
林
は
、
苗
木
を
植
栽
し
た

年
を
１
年
生
と
し
、
１
〜
５
年
生
を
１
齢
級
、

６
〜
10
年
生
を
２
齢
級
と
数
え
る
。

■林業・木材産業の将来イメージ（循環型の森林利用イメージ）

  　広報しょうばら｜２０１３．９ 号｜ 10 11｜２０１３．９月号｜広報しょうばら


